




The directivity and contemporary subject of cooperation 
with a kindergarten,a nursery,and an elementary school














































































































































































































































































































































































の共同製作 (9月)､得意な遊びで交流 (10月)､童話の発表会 (11月)､幼稚園の発表会の
見学(12月)､合同のレクレーション (2月)などを実施している(同校ホームページより)｡
(20)研究主題は ｢幼児期及び児童期の発達の特性をとらえ､子どもの ｢人とよりよくかかわる
力｣(道徳性 ･社会性)を育てる教育課程の開発｣である｡連携対象には近隣の経田幼稚
園､経田保育園がある｡3領域とは､表現学習-自分を表現できる､自己の存在をアピー
ルできるような表現力を身につける学習､潮風学習-自らを取り巻く自然･人･もの等の
環境に働きかけ､道徳性､社会性を育む学習､基礎学習-生活の中から題材を見つけ､学
んだ事柄を生活に返すような ｢生活｣｢ゲーム｣性を重視した学習である｡潮風学習は4･
5歳児と小1-6までの合同学習であり､1年生39時間､2年生39.5時間を幼保との合同
学習に充てている (『内外教育』2002/1/8および同校ホームページより)｡
(21)｢いきいき｣では自立と共生の考え方を養い､｢ことば｣は自分と言語との関わりを基に心
を伝え合い対話する喜びを､｢すう｣は自分と数量との関わりを基に豊かな数量感覚を養
い合理的に処理することを味わい､｢ときめき｣では思いや願いを表現し､美しいものや
心地よいものに気付く感性を養うとしている｡
(22)伊那市立伊那小学校､平成12年度公開学習指導研究会 『研究紀要』｡
(23)本田和子 『変貌する子ども世界』中公新書､1999年､P.2190
(24)以下の調査を参考とした｡紙幅の都合上詳しい調査データは省略した｡
ア 奈良県立教育研究所 ｢家庭教育アンケート｣(2000年11月､幼保小の保護者対象)
イ 大阪府同和教育研究協議会 ｢小1プロブレムアンケート｣(1999年5月､幼保小教員対象)
り くもん子ども研究所 ｢幼児をめぐる子育て環境｣(1999年7月､幼稚園教員､幼小の保護
者対象)
エ ベネッセ教育研究所 ｢幼児の生活アンケート｣(2000年2月､幼保小の保護者対象)
西山:｢幼保小の連携｣の方向性と今日的課題 119
(25)｢習い事の練習や宿題などの学習習慣｣の役割を担うのは保護者43.2%､両方でが47.6%で
あり､｢約束を守る｣指導も保護者48.6%､両方でが51.0%となっている｡
(26)年中児から年長児にかけて不安が高まるのは､｢生活リズムと朝起き･寝る時間｣､｢いじ
め｣､｢入学前の準備教育｣であり､年長児から小 1で高まるのは ｢友だちとの関わり｣､
｢勉強や成績｣､｢習い事の練習や宿題｣､｢明日の用意や準備｣などである｡
(27)｢子育ては楽しい｣､｢子どもの気持ちがわかる｣保護者ほど､子育て不安の解決方法を多
様に持ち､園･学校､地域の行事等-の参加も積極的である (調査ア)ことから､幼保小
の連携自体-の保護者の参加の効用は大きいと思われる｡
(28)｢幼保小連携に関する実態調査｣(平成12年度上越教育大学学校教育学部付属幼稚園研究紀
要所収)は､上越市内全域の幼保小教員に対して行った意識調査である｡なお調査項目及
び結果は同大学大学院生の斉藤賢一氏によるものである｡
(29)幼保小教員とも､互いの教育･保育内容の基本である学習指導要領､幼稚園教育要領､保
育所保育指針を知らない､理解していない割合がきわめて高い｡
付記 :幼保小の連携の資料収集にあたり､上越教育大学の木村吉彦氏には､同大学付属幼稚園
研究紀要をはじめ貴重な研究資料をご提供いただいた｡御礼を申し上げる｡
